
注　意
1　指示があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
2　全て係員の指示に従って、静粛に受験してください。
3　机上には、受験票、筆記用具、時計以外のものを出してはいけません。
4　他の受験者の迷惑になるような行為、スマートフォン、スマートウォッチ等の電子機器の使用及び不正

行為をしてはいけません。
5　解答時間は60分です。途中退出はできません。
6　問題冊子のページ数は、19ページです。はじめにページ数を確かめてください。
7　解答用紙に、必要事項が正しく記入・マークされていない場合には、解答は全て無効となります。解答
用紙の【1】の欄には、受験番号を記入し、受験番号に対応する数字をマークしてください。【2】の欄
には、氏名を記入してください。ただし、【3】の選択問題を表す欄のマークは不要です。

8　この問題は、共通問題 1 ～ 3 、選択問題 小 小・中学校共通、 高 中・高等学校共通の各問
題から構成されています。次の表に従って、解答してください。また、選択問題で受験校種以外の問題を
選択して解答した場合、解答は全て無効となります。

9　問題冊子の余白等は、適宜使用しても構いませんが、どのページも切り離してはいけません。
10　問題文中の「学習指導要領」は、特に指示がある場合を除いて、平成29年、平成30年又は平成31年告

示の「学習指導要領」を表しています。
11　問題の内容についての質問には一切応じません。

共通問題（全員が解答する）
共通問題 1 ～ 3 （１ページ～13ページ）

選択問題（受験校種により、いずれか一つを選択して解答する）
小・中学校共通 中・高等学校共通

小 小・中学校共通
（14ページ～16ページ）

高 中・高等学校共通
（17ページ～19ページ）

専　門　教　養

令和 5 年 7 月

60分

受 　 験 　 教 　 科 　 等

小・中 学 校 共 通　美　術
中・高等学校共通　美　術

1　解答は、問題文や解答用紙の注意事項に従って、解答欄にマークしてください。各問に対して、正答は
一つだけです。各解答欄に二つ以上マークした場合は誤りとします。

2　｢解答番号は 1 。」と表示のある問に対して、3と解答する場合には、次の（例１）のように解答
番号 1 の解答欄の③にマークしてください。

解答上の注意

解答上の注意の続きを、問題冊子の裏表紙に記載してあります。問題冊子を裏返して必ず読んでください。

解答
番号 解答欄

1 ① ② ⃝ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ㊀
（例１）
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共　通　問　題

1 　図画工作及び美術の表現に関する次の各問に答えよ。

〔問 1〕 次の図は、ある版の形式を模式的に表したものである。この版の形式として適切なもの
は、下の 1～ ４のうちのどれか。解答番号は 1 。

図

1　凸版
2　凹版
3　平版
４　孔版

〔問 2〕 画材に関する記述として適切なものは、次の 1～ ４ のうちのどれか。解答番号は
2 。

1　色鉛筆の芯は、顔料や染料などにワックス、タルク、糊を加え焼成させてつくる。消
しゴムでは消えにくく、揮発油に全く溶けない。
2　墨は、油煙や松煙の煤と膠によって作られる。形状の種類には固形墨、練り墨、液状

の墨がある。
3　カラーインクは、透明感のある鮮明な発色が特色である。混色や重ね塗りも自由にで

きる。更に、染料を使用しているため耐光性に優れ、長期保存に向いている。
４　パステルは、顔料を成形剤で棒状に固めたものである。色数が豊富で色彩が美しい。

粘土を加え硬くしたハードパステルと、固着力が強いソフトパステルがある。

　問題中に示した図については、特にことわりがなくても、原作となる作品の一部である場合や、
必要に応じて部分的に修正を加えてある場合がある。

版

インク
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〔問 3〕 次の記述は、ある表色系に関するものである。この表色系として適切なものは、下の
1～ ４のうちのどれか。解答番号は 3 。

1　CIE表色系
2　オストワルト表色系
3　XYZ表色系
４　日本色研配色体系（PCCS）

〔問 4〕 素焼き前に行う乾燥に関する記述として適切なものは、次の 1～ ４のうちのどれか。
解答番号は ４ 。

1　直射日光があたる場所に置き、ゆっくりと時間をかけて水分を抜く。
2　直射日光を避け、できるだけ短時間で水分を抜く。
3　直射日光があたる場所に置き、できるだけ短時間で水分を抜く。
４　直射日光を避け、ゆっくりと時間をかけて水分を抜く。

〔問 5〕 シンメトリーに関する記述として適切なものは、次の 1～ ４のうちのどれか。解答番号
は 5 。

1　時間的経過の現象で、形態・色彩などの移り変わりの配列である。韻律、調子、律動
の意がある。
2　線又は点を中心に、両側において位置が等しく対応している配列である。対称の意が

ある。
3　感覚的な造形要素の対立や対比のある配列である。
４　部分と部分の重量関係が、一つの支点でつり合いを保った配列である。均衡、平衡、

つり合いの意がある。

　色相と明度、彩度を骨格にしているが、色相は24色相構成で、明度はマンセル明度を
採用し、彩度は９sを限度とする飽和度の方式となっている。特徴は、明度・彩度を複合
してトーンと呼び、色相とトーンの２要素によるヒュー・トーン・システムとなってい
ることである。
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〔問 7〕 次の記述は、絵画のある技法に関するものである。この技法の名称として適切なものは、下
の 1～ ４のうちのどれか。解答番号は 7 。

1 　マーブリング
2 　デカルコマニー
3 　ドリッピング
４ 　スパッタリング

筆やブラシにつけた絵の具を金網にこすってとばす方法である。
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3 　次の各問に答えよ。

〔問 1〕 近代日本美術教育の歴史に関する記述として適切なものは、次の 1～ ４のうちのどれか。
解答番号は ⓮ 。

1　明治21年から34年頃は、日本画的内容と西洋画的内容を二者択一的に考えるのでは
なく、両者を教育的にアレンジして統合しようとした時期である。この時期以降、専門
的絵画と普通教育の図画は一線を画すようになった。
2　大正7年から15年頃は、黒田清輝による自由画運動が起こり、その影響が広く波及

した。黒田は芸術教育としての図画教育観と、手本を排斥した写生・想像画等による自
由画を提唱した。自由画運動によって、クレヨンと風景写生が広まった。
3　昭和13年に国民学校案が発表され、民間の学校美術協会も図画・工作科を提唱した。

昭和16年になって国民学校令及び同施行規則が公布され、戦時体制下の教科及び教育
内容が編成された。
４　昭和40年に東京で第17回国際美術教育会議が開かれ、日本の戦後美術教育の一つの

頂点となった。
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選　択　問　題

　14ページから19ページまでの選択問題 小 小 · 中学校共通（14ページ～16ページ）、 高
中 · 高等学校共通（17ページ～19ページ）のうちから、表紙の指示に従って、一つを選択し解答
せよ。

小 小 · 中学校共通

〔問 1〕 材料の扱い方や特性に関する記述として適切なものは、次の 1～ ４のうちのどれか。解
答番号は ⓲ 。

1　紙に折り筋をつけると、きれいに折り曲げられる。円筒状などを滑らかに曲げる場合
は、あらかじめ曲げぐせをつける。定規などで、しごくときれいに曲がる。
2　木材の研磨には、紙やすりが多く使われる。目の粗さは番号によって示され、番号の

大きいものほど目が粗い。広い面は紙やすりを当て木や当てゴムに巻いて磨く。
3　木工用接着剤といわれるエポキシ樹脂系の接着剤は白色をしている。使用前に２つの

液を混ぜ合わせて使用する。
４　石膏を溶くには、必要な量の見当をつけ容器に水を張った後に、水面全体へ石膏を徐

々にまく。水面まで石膏をまいた後に、へら等で勢いよく泡を立てて攪拌する。
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〔問 3〕 小学校学習指導要領図画工作の「各学年の目標及び内容」の〔第５学年及び第６学年〕
の「内容」の「Ｂ鑑賞」において、身に付けることができるよう指導するとされている事
項に関する記述として適切なものは、次の 1～ ４のうちのどれか。解答番号は ⓴ 。

1　身の回りの作品などを鑑賞する活動を通して、自分たちの作品や身近な材料などの造
形的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方などについて、感じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広げること。
2　身近な環境の中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り、安らぎや自然との共生な

どの視点から生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして、見方
や感じ方を深めること。
3　親しみのある作品などを鑑賞する活動を通して、自分たちの作品、我が国や諸外国の

親しみのある美術作品、生活の中の造形などの造形的なよさや美しさ、表現の意図や特
徴、表し方の変化などについて、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深め
ること。
４　身近にある作品などを鑑賞する活動を通して、自分たちの作品や身近な美術作品、製

作の過程などの造形的なよさや面白さ、表したいこと、いろいろな表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げること。
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〔問 3〕 高等学校学習指導要領芸術の「各科目」の「美術Ⅱ」の「内容」の「Ｂ鑑賞」において、
身に付けることができるよう指導するとされている事項に関する記述として適切なもの
は、次の 1～ ４のうちのどれか。解答番号は ⓴ 。

1　環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り、自然と美術との関わり、生活
や社会を心豊かにする美術の働きについて考え、見方や感じ方を深めること。
2　日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから表現の独自性などを感じ取り、時代、

民族、風土、宗教などによる表現の相違点や共通点などから美術文化について考え、見
方や感じ方を深めること。
3　造形的なよさや美しさ、目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取

り、作者の主張、作品と時代や社会との関わりなどについて考え、見方や感じ方を深め
ること。
４　映像メディア表現の特質や表現効果などを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表

現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること。
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３　問題文中の 2 、 3 ４ などの には、数字又は符号（－）が入ります。次の⑴～⑷
の方法でマークしてください。

⑴　 2 、 3 、 ４ 、･･････の一つ一つは、それぞれ１～９、０の数字又は符号（－）のいずれか一つに
対応します。それらを 2 、 3 、 ４ 、･･････で示された解答欄にマークしてください。

例えば、 2 3 ４ に －84 と解答する場合には、次の（例２）のようにマークします。

　なお、同一の問題文中に 2 、 3 ４ などが２度以上現れる場合、原則として、２度目
以降は、 2 、 34 のように細字で表記します。

⑵　分数形で解答する場合は、符号は分子に付け、分母に付けてはいけません。また、分数は既約分
数で答えてください。

　例えば、
5 6

7
に 5

4－ と解答する場合には、 5
－4 として、次の（例３）のように

マークします。

⑶　小数の形で解答する場合は、特に指示されていなければ、指定された桁数の一つ下の桁を四捨五
入して答えてください。また、必要に応じて、指定された桁まで⓪にマークしてください。

例えば、 8 . 9 ⓾ に 2.6 と解答する場合には、 2.60 として答えてください。

⑷　根号を含む形で解答する場合は、根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えてください。

（例２）

解答
番号 解答欄

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ⃝
3 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⃝ ⑨ ⓪ ㊀
４ ① ② ③ ⃝ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ㊀

（例３）

解答
番号 解答欄

5 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ⃝
6 ① ② ③ ⃝ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ㊀
7 ① ② ③ ④ ⃝ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ㊀
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大問

1 問1 1 1 5

問2 2 2 5

問3 3 4 5

問4 4 4 5

問5 5 2 5

問6 6 1 5

問7 7 4 5

2 問1 8 1 5

問2 9 3 5

問3 10 4 5

問4 11 2 5

問5 12 4 5

問6 13 2 5

3 問1 14 4 5

問2 15 3 5

問3 Ａ 16 2 5

Ｂ 17 1 5

小 問1 18 1 5

問2 19 4 5

問3 20 3 5

高 問1 18 1 5

問2 19 4 5

問3 20 2 5

５年度選考（６年度採用）【小・中学校共通　中・高等学校共通　美術】

問題番号
解答
番号

正答 配点 備考
小問


